
講師：渡辺久子先生（渡邊医院 副院長、日本乳幼児精神保健学会 FOURWINDS 会長） 

世界乳幼児精神保健学会理事としてアジア地域を担当しながら、複雑トラウマを生き延びる親子や発

達障害児の診療、被災地の復興支援を続けている。毎年実施しているロバートソンフィルム上映会は、

今回で通算４回目であり、臨場感あふれる分かりやすい解説は、様々な分野の皆様から好評を得ている。 

今回は、2 つの講演を開催することとなりました。2 つの講演を通して聴講して頂くことで、より深い学びに繋

がることと思います。お時間のない方は、どちらかの一方の講演にのみ参加することもできます。 

「子どものトラウマの理解と支援」では、子どもが、被虐待経験や DV家庭での養育経験、被災経験などにより、

発達障害に似た衝動性や対人関係の問題を抱えること、そういった子どもたちへの支援について話して頂きます。 

「ロバートソンフィルム」は、アメリカで乳幼児精神保健に携わる人々の教育課程で必須とされています。親と

の愛着や分離にまつわる[子どもの心理]について学ぶことのできる貴重な資料で、愛着理論を確立したボウルビィ

(John Bowlby: 心理学者精神分析学者: 1907-1990)の研究を実証するものです。 

会場：長崎大学医学部良順会館 2階 （地図 ①） 

アクセス：長崎バス：医学部前下車

長崎電気軌道：浜口町下車 徒歩 10分 

主催 ：長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻 精神看護学教室 

共催 ：NPO法人 子どものメンタルサポートグループ・シェアハート 

一般社団法人 シェアハート （多機能型児童発達支援事業所） 

（問合せ先）E-mail: shareheart@ngs2.cncm.ne.jp FAX：095-807-5969 
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